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全
国
市
議
会
議
長
会
は
、
若
葉
鮮
や
か
な
５
月
２８
日

に
第
８４
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
東

京
・
日
比
谷
公
会
堂
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
市
議
会
議

長
ら
１
５
０
０
人
を
超
え
る
関
係
者
が
一
堂
に
参
集

し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
の
中
、
藤
田
�
之
会
長（
広

島
市
議
会
議
長
）
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
し
た
。

総
会
で
は
、
第
二
期
地
方
分
権
改
革
の
実
現
な
ど
を

求
め
、
会
長
提
出
に
よ
る
「
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化

に
関
す
る
決
議
」
「
道
路
整
備
財
源
の
確
保
に
関
す
る

決
議
」
「
地
方
議
会
の
権
能
強
化
に
関
す
る
決
議
」
を

採
択
し
た
ほ
か
、
９
部
会
提
出
に
よ
る
２５
件
の
要
望
事

項
を
可
決
し
た
。

ま
た
、
来
賓
か
ら
祝
辞
が
披
露
さ
れ
、
福
田
康
夫
・

内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞
を
岩
城
光
英
・
内
閣
官
房
副
長

官
が
代
読
。
政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
、

同
日
午
後
に
取
り
ま
と
め
る
第
一
次
勧
告
の
内
容
を
踏

ま
え
、
地
方
分
権
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
決
意

を
示
し
た
。
続
い
て
河
野
洋
平
・
衆
議
院
議
長
、
江
田

五
月
・
参
議
院
議
長
、増
田
寛
也
・
総
務
大
臣
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
総
会
で
は
、
新
た
に
市
制
施
行
し
た
３
市

の
紹
介
、
正
副
議
長
・
議
員
の
永
年
勤
続
者
の
表
彰
、

各
委
員
会
の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち

に
全
日
程
を
終
了
し
た
。
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全全
国国
市市
議議
会会
議議
長長
会会
がが

第第
８８４４
回回
定定
期期
総総
会会
開開
くく
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第
８４
回
定
期
総
会
は
５
月
２８

日
、
来
賓
に
河
野
洋
平
・
衆
議
院

議
長
、
江
田
五
月
・
参
議
院
議

長
、
増
田
寛
也
・
総
務
大
臣
ら
を

迎
え
、
全
国
の
市
議
会
議
長
は
じ

め
議
会
関
係
者
約
１
５
０
０
人
が

参
集
す
る
な
か
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

日
比
谷
公
会
堂
で
開
幕
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
藤
田
会
長
は

「
地
方
の
再
生
と
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、
地
方
の
自
立

を
可
能
と
す
る
地
方
税
財
政
基
盤

の
確
立
が
不
可
欠
」
と
強
調
し
、

「
地
方
交
付
税
の
総
額
を
増
額

し
、
財
源
保
障
機
能
と
財
政
調
整

機
能
の
強
化
を
求
め
て
い
く
」
と

の
決
意
を
示
し
た
。

さ
ら
に
藤
田
会
長
は
「
分
権
改

革
に
よ
り
地
方
議
会
の
役
割
は
一

層
重
要
性
を
増
す
」
「
機
能
を
十

分
に
発
揮
し
て
い
く
に
は
、
更
な

る
議
会
の
権
能
強
化
が
必
要
」
と

の
認
識
を
示
し
、
地
方
制
度
調
査

会
等
の
場
で
、
議
会
の
監
査
機
能

の
拡
充
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
求

め
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

続
い
て
来
賓
か
ら
祝
辞
が
披
露

さ
れ
た
。
は
じ
め
に
福
田
康
夫
・

内
閣
総
理
大
臣
の
代
理
と
し
て
岩

城
光
英
・
内
閣
官
房
副
長
官
が
登

壇
。
総
会
同
日
の
２８
日
に
地
方

分
権
改
革
委
員
会
が
第
１
次
勧

告
を
ま
と
め
る
こ
と
か
ら
「
勧

告
を
踏
ま
え
、
具
体
的
方
針
を

決
定
し
、
着
実
に
分
権
を
進
め

て
い
く
」
と
述
べ
、
国
政
の
最

重
要
課
題
と
し
て
地
方
分
権
改

革
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く

姿
勢
を
改
め
て
表
明
し
た
。

ま
た
、
河
野
衆
院
議
長
と
江

田
参
院
議
長
の
祝
辞
に
続
き
、

増
田
総
務
相
が
登
壇
。
今
年
度

の
税
体
系
の
抜
本
改
革
に
つ
い

て
「
地
方
消
費
税
の
充
実
と
地
方

法
人
課
税
の
あ
り
方
の
見
直
し
を

含
む
、
地
方
税
改
革
の
実
現
に
更

に
取
り
組
む
」
と
の
考
え
を
述
べ

た
の
ち
、
地
方
の
再
生
と
活
性
化

に
向
け
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保

を
目
指
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
と

熱
弁
を
振
る
っ
た
�
４
・
５
面
に

来
賓
祝
辞
。

次
に
、
全
国
知
事
会
な
ど
地
方

５
団
体
か
ら
の
祝
電
披
露
の
の

ち
、
昨
年
の
総
会
以
降
、
新
た
に

市
制
施
行
し
た
鹿
児
島
県
南
九
州

市
、
山
口
県
美
祢
市
、
新
潟
県
村

上
市
の
３
市
が
紹
介
さ
れ
、
代
表

し
て
西
良
仁
・
南
九
州
市
議
会
議

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

続
い
て
表
彰
式
を
行
い
、
永
年

勤
続
の
正
副
議
長
１
０
２
人
と
議

員
１
５
４
１
人
、
合
計
１
６
４
３

人
が
表
彰
さ
れ
た
。
正
副
議
長
表

彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
久
保
田
正

直
・
海
南
市
議
会
議
長
が
、
議
員

表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
田
上
博

・
沼
津
市
議
会
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

藤
田
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
領
。

久
保
田
海
南
市
議
長
が
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
た
�
６
面
に
特
別
表

彰
の
受
賞
者
名
。

午
後
の
会
議
で
は
、
地
方
行

政
、
地
方
財
政
、
社
会
文
教
、
産

業
経
済
、
建
設
運
輸
、
国
会
対
策
、

地
方
分
権
改
革
・
道
州
制
調
査
特

別
委
員
会
の
委
員
長
ら
が
、
１
年

間
の
活
動
経
過
と
要
望
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
北
海
道
、
東
北
な

ど
９
部
会
提
出
に
よ
る
要
望
事
項

２５
件
を
可
決
。
合
わ
せ
て
会
長
提

出
に
よ
る
「
地
方
税
財
源
の
充
実

強
化
に
関
す
る
決
議
」
「
道
路
整

備
財
源
の
確
保
に
関
す
る
決
議
」

「
地
方
議
会
の
権
能
強
化
に
関
す

る
決
議
」
の
３
件
を
採
択
し
た
。

役
員
の
一
部
改
選
も
行
わ
れ
、

任
期
が
１
年
と
規
定
さ
れ
て
い
る

部
会
長
、
理
事
、
評
議
員
な
ど
に

つ
い
て
各
部
会
推
薦
の
議
長
が
、

そ
れ
ぞ
れ
就
任
。
顧
問
と
相
談
役

の
委
嘱
も
行
わ
れ
、
顧
問
に
は
本

会
元
会
長
で
現
参
議
院
議
員
の
二

之
湯
智
氏
と
小
泉
昭
男
氏
の
両
名

が
、
相
談
役
に
は
前
・
元
会
長

（
い
ず
れ
も
現
職
議
員
）
、
前
副

会
長
（
現
職
議
長
）
、
政
令
指
定

都
市
の
議
長
が
就
任
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
退
任
し
た
役
員

４
７
１
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
。
代

表
し
て
前
副
会
長
の
酒
井
靖
悦
・

山
形
市
議
会
議
長
、
前
九
州
部
会

長
の
吉
原
孝
・
長
崎
市
議
会
議

長
、
前
地
方
行
政
委
員
長
の
大
野

眞
一
・
小
田
原
市
議
会
議
長
が
受

領
し
、
酒
井
山
形
市
議
長
が
代
表

し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

最
後
に
藤
田
会
長
の
閉
会
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
万
歳
三
唱
に
よ
り

総
会
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

現
下
の
地
方
財
政
は
、
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
同
時
進
行
す
る
な

か
、
社
会
保
障
費
が
増
嵩
す
る
一

方
で
、
こ
れ
ま
で
三
位
一
体
改
革

等
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
の
下
、
分
権

の
趣
旨
と
は

無
関
係
に
地

方
交
付
税
の

大
幅
な
削
減
が
な
さ
れ
て
き
た
結

果
、
地
域
間
格
差
が
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
未
曾
有
の
財
政
危
機
に

直
面
し
て
い
る
。

地
方
分
権
改
革
を
推
進
し
、
地

方
の
再
生
と
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
は
、
地
方
の
自
立
を
可

能
と
す
る
地
方
税
財
源
の
充
実
強

化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
今

年
の
税
制
の
抜
本
改
革
に
あ
た
り

下
記
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

記

１
�
地
方
税
源
の
充
実
強
化

地
方
が
担
う
べ
き
事
務
と
責
任

に
見
合
う
よ
う
、
国
税
と
地
方
税

の
税
源
配
分
を
ま
ず
は
５
対
５
と

す
る
こ
と
。

そ
の
際
、
地
方
消
費
税
の
充
実

な
ど
偏
在
性
の
少
な
い
地
方
税
体

系
の
構
築
に
最
優
先
で
取
り
組
む

こ
と
。

２
�
地
方
交
付

税
の
増
額
と
機

能
の
強
化

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
総

額
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
財
源

保
障
機
能
及
び
財
政
調
整
機
能
を

強
化
す
る
こ
と
。

分分
権権
改改
革革
のの
強強
力力
なな
推推
進進
をを

全
国
市
議
会
議
長
会
が
定
期
総
会

地地
方方
税税
財財
源源
のの
充充
実実
強強
化化
にに
関関
すす
るる
決決
議議

熱
気
あ
ふ
れ
る
日
比
谷
公
会
堂

開
会
あ
い
さ
つ
す
る
藤
田
会
長
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�
真
の
地
方
分
権
改
革
の
実
現

（
中
国
）

�
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

（
中
国
）

�
地
方
債
制
度
の
見
直
し（
中
国
）

�
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

還
の
要
件
緩
和

（
東
海
）

�
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
と

隣
接
地
域
の
振
興
対
策

（
北
海
道
）

�
過
疎
法
の
失
効
に
伴
う
新
た
な

法
律
の
制
定

（
九
州
）

�
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
業
事
業

者
等
の
操
業
停
止
に
備
え
た
基

金
等
の
創
設
と
事
業
者
へ
の
加

入
指
導

（
北
信
越
）

�
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
対
策
及

び
粗
飼
料
の
増
産
対
策（
九
州
）

	
地
域
医
療
体
制
の
充
実
確
保

（
北
海
道
）



乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
確

立

（
関
東
）

�
地
域
医
療
対
策

（
東
海
）

�
救
急
医
療
体
制
の
充
実（
近
畿
）


自
治
体
病
院
の
医
師
確
保

（
四
国
）

�
国
民
健
康
保
険
に
係
る
国
庫
負

担
金
の
減
額
算
定
措
置
の
廃
止

（
関
東
）

�
自
殺
防
止
対
策
の
推
進（

関
東
）

�
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

（
北
海
道
）

�
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

（
北
信
越
）

�
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進

（
東
北
）

�
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の

整
備
促
進

（
北
信
越
）

�
九
州
に
お
け
る
高
速
交
通
網
の

整
備
充
実

（
九
州
）

�
港
湾
の
整
備
促
進

（
東
北
）

�
地
震
・
津
波
対
策

（
東
北
）

�
住
宅
除
去
工
事
を
行
っ
た
際
の

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

（
東
海
）

�
吉
野
川
に
お
け
る
無
堤
地
区
の

早
期
解
消
及
び
内
排
水
対
策

（
四
国
）

�
離
島
地
域
に
お
け
る
高
度
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

（
四
国
）

道
路
特
定
財
源
に
関
し
て
は
、

５
月
１３
日
の
閣
議
に
お
い
て
「
平

成
２１
年
度
か
ら
一
般
財
源
化
す

る
。
そ
の
際
、
地
方
財
政
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
措
置
す

る
。
ま
た
必
要
と
判
断
さ
れ
る

道
路
は
着
実
に
整
備
す
る
。
」

と
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。

地
方
に
と
っ
て
道
路
は
、
市
民

生
活
の
利
便
、
安
全
・
安
心
、
地

域
の
活
性
化
に
と
っ
て
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
、
住
民
か
ら
の
要
望

も
強
い
も
の
が
あ
る
が
、
地
方
の

道
路
整
備
は
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

各
都
市
は
道
路
整
備
予
算
の
多

く
を
一
般
財
源
と
借
入
金
で
賄
っ

て
お
り
、
危
機
的
な
財
政
状
況
の

中
で
道
路
整
備
財
源
の
充
実
強
化

が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
道

路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
あ

た
り
下
記
事
項
を
実
現
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。記

１
�
地
方
道
路
整
備
財
源
の
充
実

強
化道

路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化

に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
、
地
方
に

対
し
道
路
整
備
財
源
と
し
て
措
置

さ
れ
て
い
る
暫
定
税
率
分
を
含
め

た
地
方
税
、
譲
与
税
、
地
方
道
路

整
備
臨
時
交
付
金
及
び
国
庫
補
助

負
担
金
の
財
源
総
額
を
全
額
保
障

す
る
と
と
も
に
、
大
幅
に
遅
れ
て

い
る
地
方
の
道
路
整
備
の
状
況
に

鑑
み
、
地
方
道
路
整
備
財
源
の
充

実
強
化
を
図
る
こ
と
。

２
�
地
方
の
歳
入
欠
陥
に
対

す
る
適
切
な
補
填

今
回
の
暫
定
税
率
の
失
効

に
伴
い
発
生
し
た
地
方
の
歳
入
欠

陥
に
対
し
て
は
、
速
や
か
に
国
の

責
任
に
お
い
て
万
全
な
補
填
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

現
在
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
及
び
第
２９
次
地
方
制
度
調
査

会
に
お
い
て
、
第
二
期
地
方
分
権

改
革
の
実
現
に
向
け
た
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
第
二
期

改
革
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
公
共

団
体
の
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の

範
囲
が
拡
大
す
れ
ば
、
住
民
代
表

と
し
て
の
意
思
決
定
機
関
で
あ

る
地
方
議
会
の
役
割
は
一
層
重

要
性
を
増
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
議
会
の

組
織
・
運
営
に
関
す
る
法
令
上
の

諸
規
定
は
、
都
市
自
治
体
が
多
種

多
様
な
態
様
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
依
然
と
し
て
全
国
一
律
と

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
行
政
執

行
を
監
視
す
る
場
合
に
も
様
々
な

制
約
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

地
方
議
会
が
住
民
の
負
託
に
応

え
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

て
い
く
た
め
に
は
、
更
な
る
地
方

議
会
の
権
能
強
化
が
必
要
で
あ

り
、
議
会
の
活
動
を
制
約
し
て
い

る
関
係
法
令
上
の
諸
規
定
を
見
直

し
、
議
会
の
自
主
性
・
自
律
性
を

高
め
、
各
議
会
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
自
ら
の
判
断
に
よ
り
権
能

を
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
下

記
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

記

１
�
議
長
に
議
会
招
集
権
を
付
与

す
る
こ
と
。

２
�
議
決
事
件
に
つ
い
て
は
、
各

自
治
体
が
自
ら
条
例
で
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
現
行
の

地
方
自
治
法
第
９６
条
第
１
項
に
掲

げ
る
１５
項
目
は
、
例
え
ば
「
義
務

的
議
決
事
項
」
と
し
て
位
置
付
け

る
こ
と
。

３
�
決
算
不
認
定
の
場
合
及
び
専

決
処
分
不
承
認
の
場
合
の
対
応
措

置
を
首
長
に
義
務
付
け
る
こ
と
。

４
�
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
を
自

由
化
す
る
こ
と
。

５
�
議
決
を
要
す
る
契
約
の
種
類

・
金
額
、
ま
た
財
産
の
取
得
・
処

分
に
係
る
面
積
・
金
額
要
件
に
つ

い
て
は
、
各
自
治
体
で
独
自
に
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

６
�
市
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の

経
営
状
況
の
議
会
へ
の
報
告
に
つ

い
て
は
、
市
が
２
分
の
１
以
上
を

出
資
し
て
い
る
場
合
に
限
り
義
務

付
け
て
い
る
が
、
こ
の
基
準
を
４

分
の
１
以
上
に
拡
大
す
る
こ

と
。

７
�
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に

お
い
て
、
健
全
化
計
画
や
再
生
計

画
等
が
議
会
の
議
決
事
項
と
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
方
公
営
企

業
に
つ
い
て
も
経
営
状
況
を
議
会

へ
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る

な
ど
、
地
方
公
営
企
業
に
対
す
る

議
会
の
関
与
を
拡
大
す
る
こ
と
。

９９
部部
会会
のの
要要
望望
２２５５
件件
をを
可可
決決

第
８４
回
定
期
総
会
で
は
、
会
長
提
出
決
議
３
件
の
ほ
か
、
９
地
方
部

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
２５
件
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
７
月

１５
日
の
理
事
会
で
、
各
要
望
事
項
を
所
管
す
る
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

要
望
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
。
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

道道
路路
整整
備備
財財
源源
のの
確確
保保
にに
関関
すす
るる
決決
議議

地地
方方
議議
会会
のの
権権
能能
強強
化化
にに
関関
すす
るる
決決
議議

（３） 平成２０年６月１５日 第１６９１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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現
在
、
我
が
国
は
、
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
人
口

減
少
社
会
の
中
で
の
社
会
保
障
の

あ
り
方
や
、
地
球
環
境
問
題
な
ど

中
・
長
期
的
な
課
題
に
加
え
、
最

近
で
は
原
油
や
食
糧
の
価
格
高
騰

が
我
が
国
の
社
会
経
済
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
皆
様

方
の
地
域
で
も
人
口
が
減
少
し
、

経
済
が
低
迷
す
る
中
、
住
民
の
方

々
が
医
療
や
教
育
な
ど
の
暮
ら
し

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
不

安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
も

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

私
は
、
地
方
の
元
気
こ
そ
が
日

本
の
活
力
の
源
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
私
は
、
総
理
に
就
任

し
て
以
来
、
自
助
努
力
を
基
本
と

し
な
が
ら
地
方
と

都
市
が
と
も
に
支

え
合
う
共
生
の
考

え
方
の
も
と
、
地

域
の
活
性
化
と
自

立
に
向
け
た
施
策

を
講
じ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

ま
ず
、
地
方
再

生
戦
略
に
従
っ
て
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
も
と

に
企
業
立
地
や
中
小
企
業
振
興
に

よ
る
経
済
の
て
こ
入
れ
、
農
商
工

連
携
を
通
じ
た
農
林
水
産
業
の
再

生
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
税
の
偏
在
是
正
に

よ
り
生
じ
る
財
源
を
活
用
し
て
、

地
方
交
付
税
で
措
置
。
地
方
の
活

性
化
に
役
立
て
て
い
け
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
な
お
、
歳
入
関
連
法

案
の
成
立
が
遅
れ
、
道
路
特
定
財

源
の
暫
定
税
率
が
一
時
的
に
失
効

し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
自
治

体
が
予
算
執
行
を
保
留
さ
れ
る
な

ど
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
こ
の
間
の
地
方
の
減
収
に

つ
い
て
は
、
地
方
の
ご
意
見
に
も

十
分
配
慮
し
、
国
の
責
任
に
お
い

て
適
切
な
財
源
措
置
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

５
月
１３
日
に
は
道
路
特
定
財
源

等
に
関
す
る
基
本
方
針
を
閣
議
決

定
し
、
今
年
の
税
制
抜
本
改
革
時

に
廃
止
し
、
平
成
２１
年
度
か
ら
一

般
財
源
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

が
、
そ
の
際
、
地
方
財
政
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
必
要
な
道
路
は
着
実
に
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
は
本

日
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

が
第
一
次
勧
告
を
取
り
ま
と
め
ま

す
。
政
府
は
、
こ
の
勧
告
を
踏
ま

え
て
具
体
的
方
針
を
決
定
し
、
着

実
に
地
方
分
権
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
回
の
勧
告
に
は
、
国

か
ら
の
権
限
移
譲
だ
け
で
な
く
、

都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
権
限
移

譲
す
べ
き
事
務
も
明
示
さ
れ
、
特

に
市
の
役
割
は
増
大
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
が
自
ら
な
す
べ
き

こ
と
を
自
ら
の
責
任
で
決
定
す
る

機
会
が
多
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、

同
時
に
、
市
議
会
の
責
任
も
大
き

く
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
市
民
の
代

表
と
し
て
議
会
の
機
能
を
ま
す
ま

す
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
要
約
）

第
８４
回
定
期
総

会
の
開
催
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

私
の
基
本
理
念

は
「
地
方
の
元
気

が
日
本
の
力
」
。

地
方
に
活
力
を
取

り
戻
す
た
め
、
地

方
の
再
生
に
向
け
現
在
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
後
も
地
方
税
財
源
の
総

額
確
保
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進

に
取
り
組
み
、
「
地
方
が
主
役
の

国
づ
く
り
」「
地
方
政
府
の
確
立
」

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

初
め
に
地
方
税
財
政
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
は
、
地

方
再
生
対
策
費
の
新
設
な
ど
に
よ

り
、
地
方
交
付
税
を
増
額
確
保
し

ま
し
た
。
し
か
し
今
年
度
は
、
税

体
系
の
抜
本
改
革
が
行
わ
れ
る
予

定
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
、
地
方
消
費
税
の
充
実

と
地
方
法
人
課
税
の
あ
り
方
の
見

直
し
を
含
め
、
地
方
税
改
革
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
地
方

の
再
生
、
活
性
化
の
た
め
、
安
定

的
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
年
４
月
、
道
路
財
源
の

暫
定
税
率
が
一
時
的
に
失
効
し
、

誠
に
遺
憾
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
の
地
方
税
や
地
方
譲
与
税

の
減
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の

責
任
に
お
い
て
、
確
実
に
補
填
措

置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
は
現

在
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

で
審
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ち

ょ
う
ど
本
日
、
第
一
次
勧
告
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
勧
告
を
受
け

て
、
今
後
と
も
政
府
一
体
と
な
っ

て
地
方
分
権
改
革
の
実
現
に
向

け
、
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
地
方
側

も
こ
の
委
員
会
の
取
り
組
み
に
最

大
限
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

藤
田
会
長
さ
ん
は
じ
め
、
市
議
会

議
長
会
の
皆
様
方
、
市
議
会
議
員

の
皆
様
方
に
は
特
に
こ
の
点
に
つ

き
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
再
生
に
つ
い

て
は
、
平
成
２１
年
度
に
向
け
て
地

域
成
長
力
強
化
、
地
域
生
活
基
盤

確
保
な
ど
の
視
点
に
対
応
し
た
施

策
を
中
心
に
、
従
来
の
省
庁
の
枠

組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
地
域
活
性

化
の
戦
略
の
新
機
軸
を
構
築
し
、

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
要
約
）

分
権
で
市市
町町
村村
へへ
権権
限限
移移
譲譲

﹇
祝
辞
﹈
内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

（
岩
城
光
英
・
内
閣
官
房
副
長
官
代
読
）

分分
権権
改改
革革
推推
進進
にに
支支
援援
をを

﹇
祝
辞
﹈
総
務
大
臣

増

田

寛

也

第１６９１号 平成２０年６月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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日
ご
ろ
か
ら
地
方
自
治
の
発
展

と
住
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
不

断
の
努
力
を
続
け
て
お
ら
れ
る
市

議
会
議
長
の
皆
様
方
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
先
般

道
路
特
定
財
源
を
め
ぐ
り
、
激
し

い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
方

自
治
体
の
皆
様
方
に
も
大
変
ご
心

配
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。

あ
の
場
面
、
極
め
て
大
事
な
場

面
と
心
得
て
お
り
ま
し
て
、
多
く

の
意
見
、
あ
る
い
は
ご
要
請
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
私
と
し
て
は
と

り
わ
け
市
議
会
議
長
会
か
ら
の
強

い
ご
要
請
と
い
う
も
の
も
踏
ま
え

ま
し
て
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
か
な
り
厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
税
法
を
、
再

議
決
と
い
う
形
で

は
あ
り
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
成
立
を

さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ

を
踏
ま
え
、
来
年

度
か
ら
一
般
財
源

化
と
い
う
閣
議
決

定
に
基
づ
い
て
与

野
党
間
の
協
議
が
始
ま
る
と
い
う

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
、
地
方
自
治
体
で
は
、
地

方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
が
担
う

と
い
う
地
方
自
治
の
本
旨
を
実
現

す
べ
く
自
主
自
立
を
確
立
し
て
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
創
意
工
夫
に

よ
っ
て
効
率
的
で
、
か
つ
き
め
細

や
か
な
施
策
の
展
開
に
努
め
て
お

ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
た
心
か
ら

敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

国
会
で
は
、
近
年
の
急
激
に
進

む
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
の

た
め
に
は
地
方
税
源
の
安
定
的
な

確
保
充
実
が
不
可
欠
と
い
う
判
断

を
致
し
ま
し
て
、
地
方
法
人
特
別

税
、
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
の
導

入
に
よ
り
ま
し
て
、
地
域
間
の
税

収
の
偏
在
是
正
策
を
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

住
民
の
声
を
直
接
受
け
と
め
る
最

前
線
に
お
ら
れ
ま
し
て
、
大
い
に

こ
れ
ら
の
問
題
に
さ
ら
に
議
論
を

重
ね
て
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
構
築

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
尽
力
頂
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
ご
列
席
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
よ
い
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
な
お

一
層
ご
活
躍
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
要
約
）

こ
の
た
び
全
国
市
議
会
議
長
会

の
第
８４
回
定
期
総
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
お
集
ま
り
の
議
長
の
皆

さ
ん
は
、
日
ご
ろ
よ
り
地
域
に
密

着
し
な
が
ら
、
市
民
の
さ
ま
ざ
ま

な
声
を
集
め
る
と

と
も
に
、
市
政
に

目
を
光
ら
せ
、
市

民
生
活
の
向
上
に

力
を
尽
く
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

と
き
に
は
調
整

困
難
な
課
題
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す

が
、
同
じ
議
会
人
の
一
人
と
し

て
、
か
じ
取
り
の
ご
労
苦
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
議
会
へ
の
長
年
の
ご
貢

献
に
よ
り
本
日
栄
え
あ
る
表
彰
を

受
け
ら
れ
る
皆
様
に
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
地
方
自
治
法
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
６１
年
目
に
当
た
り
ま

す
。
日
本
国
憲
法
が
地
方
自
治
を

国
の
基
本
の
一
つ
と
定
め
、
こ
れ

を
具
体
化
す
る
地
方
自
治
法
が
制

定
さ
れ
て
以
降
、
地
方
自
治
は
長

い
歴
史
を
歩
ん
で
定
着
し
て
き
ま

し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
自
治
の
主

体
は
地
域
住
民
で
あ
り
ま
す
。
地

方
議
会
は
そ
の
住
民
の
直
接
選
挙

で
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
地
方
自
治
の
根
幹
、
す
な

わ
ち
民
主
主
義
の
原
点
で
あ
り
ま

す
。全

国
の
市
議
会
に
お
い
て
、
今

後
も
引
き
続
き
原
点
を
踏
ま
え
た

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
地
方
の
状
況
を

見
る
と
、
地
方
分
権
改
革
推
進
法

の
成
立
以
降
、
第
二
期
改
革
と
い

う
べ
き
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
税
財
源
の
問
題
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
絶
え

る
こ
と
な
く
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
抜
き
差
し
な

ら
な
い
意
見
の
対
立
も
あ
る
こ
と

を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。国

会
で
も
将
来
の
世
代
の
た
め

に
真
摯
に
議
論
と
調
整
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
が
、
市
議
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
な
お
一

層
の
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

（
要
約
）

全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
２７

日
、
定
期
総
会
に
先
立
ち
、
東
京

・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
理
事
会
を
開

い
た
。

会
議
で
は
、
役
員
の
任
期
途
中

の
退
任
に
伴
う
補
欠
選
任
を
行

い
、
副
会
長
は
定
員
４
人
の
全
員

が
、
監
事
は
５
人
の
う
ち
３
人
が

選
任
さ
れ
た
。

氏
名
、
所
属
議
会
は
次
の
と
お

り
。

◇
副
会
長
�
加
賀
谷
正
美
（
秋
田

市
）
、
大
河
内
�
（
川
越
市
）
、

逢
野
博
之
（
和
泉
市
）
、
岡
�
洋

一
郎
（
高
知
市
）

◇
監
事
�
橋
本
康
容（
小
松
市
）、

内
田
幸
博
（
浜
松
市
）
、
段
塚
廣

文
（
倉
吉
市
）

よよ
りり
よよ
いい
地地
域域
社社
会会
のの
構構
築築
をを

﹇
祝
辞
﹈
衆
議
院
議
長

河

野

洋

平

地地
方方
議議
会会
はは
民民
主主
主主
義義
のの
原原
点点

﹇
祝
辞
﹈
参
議
院
議
長

江

田

五

月

副副
会会
長長
、、
監監
事事

をを
補補
欠欠
選選
任任

２７
日
、理
事
会
で

（５） 平成２０年６月１５日 第１６９１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
正
副
議
長
１２
年
以
上
】

▽
一
関
�
伊
藤
力
▽
海
南
�
久
保

田
正
直

【
正
副
議
長
８
年
以
上
】

▽
大
船
渡
�
村
上
健
一
▽
釜
石
�

平
舘
幸
雄
▽
角
田
�
牛
澤
榮
▽
十

日
町
�
小
堺
清
司
▽
総
社
�
服
部

剛
司
▽
長
門
�
南
野
京
右
▽
松
浦

�
寺
澤
優
國

【
議
員
４５
年
以
上
】

▽
沼
津
�
田
上
博
▽
竹
原
�
小
坂

明
三

【
議
員
４０
年
以
上
】

▽
長
野
�
松
木
茂
盛
▽
厚
木
�
徳

間
和
男
▽
蒲
郡
�
山
本
和
市
▽
大

東
�
松
下
孝
▽
奈
良
�
大
谷
督
▽

大
和
高
田
�
戸
谷
隆
史
▽
広
島
�

中
本
弘
▽
大
竹
�
山
本
孝
三

【
議
員
３５
年
以
上
】

▽
二
戸
�
及
川
正
信
▽

佐
渡
�
加
賀
博
昭
▽
鎌

倉
�
赤
松
正
博
▽
座
間

�
中
澤
邦
雄
▽
北
茨
城

�
松
川
壽
郎
▽
前
橋
�

窪
田
治
好
▽
草
加
�
新

井
貞
夫
▽
富
士
見
�
渡

邉
巖
▽
東
金
�
田
�
博

▽
我
孫
子
�
秋
谷
明
、

佐
々
木
豊
治
▽
各
務

原
�
今
尾
泰
造
▽
摂
津
�
木
村
勝

彦
▽
神
戸
�
濱
本
律
子
▽
倉
敷
�

片
沼
靖
一
▽
南
国
�

小
澤
正
澄
▽
大
分
�

大
久
保
八
太
▽
豊
後

高
田
�
大
石
忠
昭
▽

鹿
児
島
�
竹
之
下
隆

治【
議
員
３０
年
以
上
】

▽
根
室
�
神
忠
志
▽

青
森
�
舘
山
善
一
、

小
田
桐
金
三
、
工
�

徳
信
▽
輪
島
�
中
山

勝
▽
羽
咋
�
浅
野
俊

二
▽
千
曲
�
田
沢
佑

一
、
原
利
夫
▽
渋
谷

�
染
谷
賢
治
▽
座
間

�
吉
田
富
雄
▽
都
留

�
小
林
義
孝
▽
土
浦

�
松
本
茂
男
▽
坂
東

�
林
順
藏
▽
さ
い
た
ま
�
松
本
敏

雄
▽
入
間
�
石
田
芳
夫
▽
坂
戸
�

高
橋
信
次
▽
野
田
�
染
谷
司
▽
伊

東
�
佐
藤
美
音
▽
河
内
長
野
�
角

野
雄
一
▽
大
東
�
三
ツ
川
武
▽
長

岡
京
�
藤
本
秀
延
▽
神
戸
�
安
井

俊
彦
▽
大
和
郡
山
�
遊
田
直
秋
▽

広
島
�
木
島
丘
▽
周
南
�
炭
村
信

義
▽
松
山
�
三
宮
禎
子
、
大
木
正

彦
▽
宿
毛
�
岡
崎
求
▽
小
郡
�
魚

住
清
文
▽
鳥
栖
�
中
村
直
人
▽
天

草
�
宮
下
重
康
▽
日
南
�
中
島
欽

也
▽
西
都
�
狩
野
保
夫
▽
い
ち
き

串
木
野
�
福
田
清
宏
▽
那
覇
�
唐

真
弘
安

北
海
道
の
釧
路
市
民
会
館
を
舞

台
に
１０
月
１５
・
１６
日
、
本
会
の
第

３
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
る
に
あ
た
り
、二
瓶
雄
吉
・
釧
路

市
議
会
議
長
が
定
期
総
会
出
席
者

に
対
し
、
歓
迎
の
意
を
表
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
議
会
の
さ

ら
な
る
機
能
向
上
策
を
研
究
す
る

場
と
し
て
平
成
１８
年
度
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
る
。
初
日
は
「
変
わ
る

自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
題
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

２
日
目
は
個
別
テ
ー
マ
に
基
づ
く

課
題
討
議
が
実
施
さ
れ
る
（
開
催

案
内
は
６
月
２
日
付
で
送
付
済
）。

定
期
総
会
終
了
後
、
国
会
対
策

委
員
会
と
地
方
分
権
改
革
・
道
州

制
調
査
特
別
委
員
会
を
除
く
地
方

行
政
、
地
方
財
政
、
社
会
文
教
、

産
業
経
済
、
建
設
運
輸
の
５
委
員

会
は
、
日
比
谷
公
会
堂
で
合
同
会

議
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
正
副
委
員

長
を
選
任
し
た
。

各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
氏

名
、
所
属
議
会
は
次
の
と
お
り
。

◇
地
方
行
政
委
員
会

委
員
長
�

本
田
博
信
（
東
海
市
）
、
副
委
員

長
�
永
井
邦
右
（
湯
沢
市
）
、
三

好
正
志
（
さ
ぬ
き
市
）

◇
地
方
財
政
委
員
会

委
員
長
�

小
川
裕
己
（
宇
部
市
）
、
副
委
員

長
�
林
忠
男
（
砺
波
市
）
、
大
和

肇
（
小
松
島
市
）

◇
社
会
文
教
委
員
会

委
員
長
�

�
藤
拓
雄
（
阿
蘇
市
）
、
副
委
員

長
�
山
本
弘
吉
（
魚
津
市
）
、
川

北
淳
（
綾
部
市
）

◇
産
業
経
済
委
員
会

委
員
長
�

奥
谷
進
（
青
森
市
）
、
副
委
員
長

�
小
泉
勇
一（
北
海
道
伊
達
市
）、

盛
耕
三
（
相
生
市
）

◇
建
設
運
輸
委
員
会

委
員
長
�

木
村
正
義
（
渋
谷
区
）
、
副
委
員

長
�
�
橋
勝
次
郎
（
芦
別
市
）
、

井
上
文
伸
（
尾
道
市
）

な
お
、
国
会
対
策
委
員
会
、
地

方
分
権
改
革
・
道
州
制
調
査
特
別

委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
に

つ
い
て
は
、
後
日
招
集
す
る
最
初

の
委
員
会
で
選
任
す
る
。

特特
別別
表表
彰彰
受受
賞賞
者者

正
副
議
長
８
年
以
上

議
員
３０
年
以
上

定
期
総
会
で
の
正
副
議
長
、
議
員
の
永
年
勤
続
表
彰
者
は
、
特
別
表
彰
、
一
般
表
彰
合
わ
せ
て
１
６
４

３
人
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

◆
特
別
表
彰

正
副
議
長
１２
年
以
上
�
２
人
▽
同
８
年
以
上
�
７
人
▽
議
員
４５
年
以
上
�
２
人
▽
同
４０
年

以
上
�
８
人
▽
同
３５
年
以
上
�
１９
人
▽
同
３０
年
以
上
�
３５
人
▽
同
２５
年
以
上
�
３
２
７
人
▽
同
２０
年
以
上

�
２
１
７
人

◆
一
般
表
彰

正
副
議
長
４
年
以
上
�
９３
人
▽
議
員
１５
年
以
上
�
２
４
５
人
▽
同
１０
年
以
上
�
６
８
８
人

本
紙
で
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
特
別
表
彰
の
正
副
議
長
８
年
以
上
、
議
員
３０
年
以
上
の
受
賞
者
の

所
属
議
会
と
氏
名
を
掲
載
し
ま
す
。
（
敬
称
略
、
５
月
２８
日
の
定
期
総
会
時
の
被
表
彰
者
名
簿
順
）

正正
副副
委委
員員
長長
をを
選選
任任

本
会
５
委
員
会
が

合
同
会
議
を
開
催

本本
会会
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
開開
催催
でで

釧釧
路路
市市
議議
長長
がが
ああ
いい
ささ
つつ

議
員
表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
受
領
す
る
田

上
博
・
沼
津
市
議
会
議
員
（
右
、
議
員
４５
年

以
上
で
特
別
表
彰
を
受
賞
）

全
表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

久
保
田
正
直
・
海
南
市
議
会
議
長
（
正
副
議

長
１２
年
以
上
で
特
別
表
彰
を
受
賞
）

第１６９１号 平成２０年６月１５日 （６）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



����������������������������

平成１９年度 市議会議員共済会決算（要旨）
（平成２０年３月３１日現在）

給付経理 （給付に要する費用）（単位：千円）
１ 収支の状況

（１）収入総額 ３９，９６８，６３３
（主な収入の内訳）
ア 給付費負担金 １８，２１６，５４７
イ 掛 金 １７，０４１，４３８
ウ 特 別 掛 金 ３，４０５，０７０
エ 利息及び配当金 ８２５，４８３

（２）支出総額 ６０，１３４，６１４
（主な支出の内訳）
ア 退 職 年 金 ３８，５４８，７２１
イ 退 職 一 時 金 ３，５９１，０６２
ウ 遺 族 年 金 １０，７００，２３５
エ 遺 族 一 時 金 ８４，７２５
オ 財政調整拠出金 ６，５９５，０００

（３）収支損益額（（１）―（２））△２０，１６５，９８１

平成１９年度は収入総額より支出総額の方
が上回ったため、２０１億６，５９８万１千円の当
期損失金となった。このため、前年度の給付
積立金６４２億６，１４１万円を取り崩して平成１９
年度の給付に要する費用の不足金に補てんし
た。これにより、平成２０年度に繰り越した
給付積立金は４４０億９，５４２万９千円となった。

２ 主な資産の内訳
（１） 預 金 １１，０５７，２３７
（２） 投資有価証券 １０，４８０，３９２
（３） 有価証券信託 ２，００１，１００
（４） 生 命 保 険 ２１，１０９，７２９

業務経理（事務に要する費用）（単位：千円）
１ 収支の状況

（１）収入総額 ３１８，８７５
（収入の内訳）
ア 事務負担金 ３１７，９１５

議員一人当たり１３，０００円×議員定数
イ 利息及び配当金 ９６０

（２）支出総額 ２５６，３０８
（支出の内訳）
ア 役員報酬及び職員給与 ９０，１９１
イ 旅費及び事務費 ４８，３９０
ウ その他 １１７，７２７

（３）収支損益額 （（１）―（２）） ６２，５６７

平成１９年度は収入総額の方が支出総額よ
り上回ったため、６，２５６万７千円の当期利益
金となった。このため、前年度の剰余金１億
６，８４２万円に当期利益金を上乗せした。これ
により、平成２０年度に繰り越した剰余金は
２億３，０９８万７千円となった。

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
５
月
２９
日
、
東
京
・
砂
防
会
館

で
第
９６
回
代
議
員
会
を
開
い
た
。

会
議
で
は
、
平
成
１９
年
度
決
算

を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
役
員
の

異
動
、
会
員
の
異
動
、
退
職
年
金

を
は
じ
め
と
す
る
共
済
給
付
の
決

定
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。

１９
年
度
は
４
月
に
改
正
議
員
年

金
制
度
の
施
行
、
統
一
地
方
選
挙

が
行
わ
れ
た
。

年
金
制
度
は
、
給
付
と
負
担
両

面
か
ら
改
正
さ
れ
た
。
給
付
面

は
、
退
職
年
金
等
の
給
付
水
準
の

引
き
下
げ
措
置
、
負
担
面
は
、
会

員
負
担
の
掛
金
・
特
別
掛
金
の

率
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
影
響
に

配
慮
し
た
激
変
緩
和
上
乗
せ
分
を

合
わ
せ
た
公
費
負
担
金
の
率
も
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ

り
、
支
出
削
減
と
収
入
増
加
が
図

ら
れ
た
と
こ
ろ
。

一
方
で
、
統
一
地
方
選
挙
に
お

け
る
大
量
の
退
職
者
に
よ
り
、
退

職
年
金
と
退
職
一
時
金
の
受
給
者

が
想
定
以
上
に
発
生
し
た
。

１９
年
度
末
会
員
数
（
現
職
議
員

数
）
は
前
年
度
末
に
比
べ
２
０
２

８
人
減
の
２
万
２
１
４
２
人
、
退

職
年
金
受
給
者
数
は
１
５
５
２
人

増
の
４
万
８２
人
に
。
遺
族
年
金
受

給
者
を
含
め
た
全
年
金
受
給
者
数

も
６
万
３
３
４
９
人
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
、
年

金
と
一
時
金
の
給
付
を
扱
う
給
付

経
理
に
お
い
て
、
約
２
０
２
億
円

の
単
年
度
損
失
金
が
生
じ
た
。

制
度
改
正
１
年
後
の
決
算
を
見

る
と
、
収
支
状
況
は
な
お
厳
し

く
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
影
響
の

大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

都
道
府
県
、
市
、
町
村
の
３
共

済
会
は
、
学
識
経
験
者
及
び
総
務

省
関
係
者
に
よ
る
年
金
制
度
研
究

会
を
こ
の
７
月
に
も
発
足
さ
せ
、

今
後
の
対
応
策
を
検
討
す
る
運
び

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。

▽
７
月
１５
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
理
事

会
（
午
後
１
時
、
同
）
・
会
計

監
査
（
午
後
３
時
半
、
同
）

▽
７
月
１５
日

地
方
分
権
改
革
・

道
州
制
調
査
特
別
委
員
会
�
委

員
会
（
午
後
３
時
、
全
国
都
市

会
館
）

▽
７
月
１６
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
午
前
１１

時
、ル
ポ
ー
ル
麹
町
）・
理
事
会

（
午
後
１
時
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
７
月
１７
日

広
域
行
政
圏
市
議

会
協
議
会
�
監
事
会
議
（
午
後

１２
時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

議
（
午
後
２
時
半
、
ル
ポ
ー
ル

麹
町
）

▽
７
月
２２
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
７
月
２３
日

地
方
財
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
ル
ポ
ー
ル

麹
町
）

１１９９年年度度決決算算をを認認定定
市議会議員共済会が代議員会

行

事

予

定

（７） 平成２０年６月１５日 第１６９１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
の
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
た
翌
日
の
５
月
２９

日
、
６
４
７
市
の
議
長
（
ま
た
は

副
議
長
）
が
皇
居
・
豊
明
殿
に
参

殿
し
、
天
皇
陛
下
の
拝
謁
の
栄
に

浴
し
た
。

参
殿
し
た
一
同
を
代
表
し
て
本

会
の
藤
田
�
之
会
長
は
、
陛
下
の

ご
健
勝
を
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
「
私
達
は
、
地
方
自
治

体
が
地
方
分
権
の
理
念
を
踏
ま

え
、
地
域
の
文
化
や
歴
史
を
尊
重

し
な
が
ら
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
、
我
が

国
の
健
全
な
発
展
に
つ
な
が
る
も

の
と
確
信
し
、
地
方
自
治
の
確
立

と
住
民
生
活
の
向
上
の
た
め
、
全

力
を
挙
げ
る
決
意
で
あ
り
ま
す
」

と
言
上
し
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
は
、
「
地
方
自

治
の
た
め
に
尽
力
し
て
お
ら
れ
る

こ
と
を
誠
に
ご
苦
労
に
思
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
こ

と
と
察
せ
ら
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
努
力
に
よ
り
、
良
い
方
向
に
進

ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も
身
体
を

大
切
に
さ
れ
、
今
後
と
も
市
民
・

特
別
区
民
の
幸
せ
の
た
め
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
発
展
の

た
め
に
力
を
尽
く
さ
れ
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
」
と
の
主
旨
の
お

言
葉
を
賜
っ
た
。

▼
議
長

▽
南
房
総

折
原
信
夫（
５
・
１３
）

▽
碧
南

久
田
昭
一（
５
・
１３
）

▽
犬
山

小
池
昭
夫（
５
・
１３
）

▽
北
名
古
屋

長
瀬
悟
康（
５
・
１３
）

▽
羽
島

近
藤
伸
二（
５
・
１３
）

▽
山
県

藤
根
圓
六（
５
・
１３
）

▽
寝
屋
川

南
部

創（
５
・
１３
）

▽
笠
岡

天
野
喜
一
郎（
５
・
１３
）

▽
国
東

諸
冨

忠（
５
・
１３
）

▽
鹿
児
島

上
門
秀
彦（
５
・
１３
）

▽
魚
津

山
本
弘
吉（
５
・
１４
）

▽
府
中
（
東
京
）

松
村
寿
志（
５
・
１４
）

▽
日
光

加
藤
雄
次（
５
・
１４
）

▽
高
崎

柴
田
正
夫（
５
・
１４
）

▽
太
田

半
田

栄（
５
・
１４
）

▽
藤
岡

針
谷
賢
一（
５
・
１４
）

▽
磐
田

鈴
木
晴
久（
５
・
１４
）

▽
掛
川

鈴
木
治
弘（
５
・
１４
）

▽
高
浜

内
藤
皓
嗣（
５
・
１４
）

▽
四
日
市

日
置
記
平（
５
・
１４
）

▽
鳥
羽

竹
内

久（
５
・
１４
）

▽
熊
野

山
本
洋
信（
５
・
１４
）

▽
富
田
林

左
近
憲
一（
５
・
１４
）

▽
門
真

日
高
哲
生（
５
・
１４
）

▽
小
野

藤
原

健（
５
・
１４
）

▽
高
松

菰
渕
将
鷹（
５
・
１４
）

▽
大
船
渡

佐
藤
�
夫（
５
・
１５
）

▽
真
岡

古
橋
修
一（
５
・
１５
）

▽
豊
橋

大
沢
初
男（
５
・
１５
）

▽
一
宮

木
村
貞
雄（
５
・
１５
）

▽
半
田

榊
原
正
幸（
５
・
１５
）

▽
津
島

東

國
伸（
５
・
１５
）

▽
豊
田

中
根

大（
５
・
１５
）

▽
常
滑

八
木
祥
信（
５
・
１５
）

▽
江
南

福
田
三
千
男（
５
・
１５
）

▽
日
進

高
木
弘
美（
５
・
１５
）

▼
副
議
長

▽
南
房
総

吉
田
弥
一（
５
・
１３
）

▽
藤
枝

水
野

明（
５
・
１３
）

▽
春
日
井

黒
田
龍
嗣（
５
・
１３
）

▽
碧
南

原
田
ち
よ
子（
５
・
１３
）

▽
犬
山

�
間
信
雄（
５
・
１３
）

▽
北
名
古
屋

山
田
金
紀（
５
・
１３
）

▽
羽
島

大
鐘
康
敬（
５
・
１３
）

▽
山
県

後
藤
利
�（
５
・
１３
）

▽
大
和
郡
山

牛
島
孝
典（
５
・
１３
）

▽
笠
岡

角
田
訓
也（
５
・
１３
）

▽
福
山

小
川
勝
己（
５
・
１３
）

▽
国
東

馬
場
將
郎（
５
・
１３
）

▽
鹿
児
島

ふ
じ
た
太
一（
５
・
１３
）

▽
魚
津

�
田
俊
成（
５
・
１４
）

▽
砺
波

寺
井
武
彦（
５
・
１４
）

▽
府
中
（
東
京
）

隆
ミ
ワ
子
（
５
・
１４
）

▽
日
光

加
藤

優（
５
・
１４
）

▽
高
崎

小
野
里

桂（
５
・
１４
）

▽
太
田

川
鍋

栄（
５
・
１４
）

▽
藤
岡

湯
井
廣
志（
５
・
１４
）

▽
磐
田

早
川
勝
次（
５
・
１４
）

▽
掛
川

豊
田
勝
義（
５
・
１４
）

▽
高
浜

磯
貝
正
隆（
５
・
１４
）

▽
四
日
市

田
中
紘
美（
５
・
１４
）

▽
鳥
羽

中
村
欣
一
郎（
５
・
１４
）

▽
熊
野

大
西
三
春（
５
・
１４
）

▽
富
田
林

尾
崎
哲
哉（
５
・
１４
）

▽
寝
屋
川

�
田
政
廣（
５
・
１４
）

▽
門
真

鳥
谷
信
夫（
５
・
１４
）

▽
小
野

藤
本
修
造（
５
・
１４
）

▽
高
松

山
下

稔（
５
・
１４
）

▽
大
船
渡

平
田

武（
５
・
１５
）

▽
真
岡

上
野
玄
一（
５
・
１５
）

▽
豊
橋

伊
藤
秀
昭（
５
・
１５
）

▽
一
宮

山
田
弘
光（
５
・
１５
）

▽
半
田

竹
内
康
夫（
５
・
１５
）

▽
津
島

本
田
雅
英（
５
・
１５
）

▽
豊
田

梅
村

進（
５
・
１５
）

▽
常
滑

盛
田
克
己（
５
・
１５
）

▽
江
南

鈴
木

貢（
５
・
１５
）

▽
日
進

鈴
村
修
波（
５
・
１５
）

▼
事
務
局
長

▽
砺
波

今
井
孝
夫（
４
・
１
）

▽
高
崎

塚
越
芳
則（
４
・
１
）

▽
豊
橋

近
藤
洋
二（
４
・
１
）

▽
半
田

大
坪
由
男（
４
・
１
）

▽
春
日
井

毛
利

元（
４
・
１
）

▽
高
浜

川
角
満
乗（
４
・
１
）

▽
鳥
羽

高
橋

達（
４
・
１
）

議

会

人

事

お
知
ら
せ

本
紙
６
月
２５
日
付
第
１

６
９
２
号
は
、
第
１
６
９

３
号
と
併
せ
、
７
月
５
日

付
第
１
６
９
２
・
９
３
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

天天
皇皇
陛陛
下下
にに
拝拝
謁謁

全
国
の
市
議
長
に
お
言
葉

皇
居
・
豊
明
殿
に
て
（
５
月
２９
日
、
写
真
は
宮
内
庁
提
供
）

第１６９１号 平成２０年６月１５日 （８）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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